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【
回
答
】
５
月
、
８
月
、
10
月
と
３
回
衝
突
さ
れ
た
。
１
回
目
で
強
度

の
あ
る
ガ
ー
ド
が
破
壊
さ
れ
た
た
め
、
仮
設
の
ガ
ー
ド
を
取
り
付
け
た
と
こ

ろ
、
２
回
目
、
３
回
目
の
衝
突
が
あ
っ
た
。
３
回

目
の
後
、
「大
型
車
・中
型
車
高
架
下
通
行
不

可
」「こ
の
先
、
鉄
道
高
架
下
高
さ
制
限
３
・５
ｍ

通
行
注
意
」の
看
板
を
10
か
所
設
置
し
対
応
し

た
。
現
在
は
仮
設
で
あ
る
た
め
、
本
来
の
強
度

の
あ
る
高
さ
制
限
ガ
ー
ド
の
建
設
を
計
画
し
て

い
る
。
同
時
に
、
衝
突
を
回
避
す
る
た
め
の
有
効

な
対
策
は
現
在
協
議
中
で
あ
る
。 

【
要
望
】
国
道
４
７
１
号
線
と
千
歩
島
線
が
交
差
す
る
泉
町
交
差
点
の
改

良
（
右
折
レ
ー
ン
の
設
置
）
を
促
進
す
る
こ
と
。 

【
回
答
】
今
年
度
12
月
に
道
路
改
良
工
事
を
発
注
し
、
令
和
５
年
度
中
に

完
成
さ
せ
る
予
定
で
あ
る
。 

【
要
望
】
東
部
小
学
校
前
の
融
雪
用
井
戸
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
。
県
道
か

ら
市
道
に
移
管
し
た
桜
町
地
内
道
路
の
融
雪
装
置
に
関
し
て
も
、
砂
の
排

出
清
掃
を
県
と
し
て
行
う
こ
と
。 

【
回
答
】
井
戸
の
掘
り
直
し
を
し
て
い
る
が
、
今
年
の
冬
に
向
け
て
完
成

す
る
予
定
で
あ
る
。
砂
の
排
出
清
掃
に
つ
い
て
、
同
じ
ポ
ン
プ
を
使
っ
て

い
る
の
で
市
道
に
つ
い
て
も
清
掃
す
る
。 

【
要
望
】
県
道
砺
波
小
矢
部
線
の
拡
幅
を
、
国
の
交
付
金
を
活
用
す
る
な

ど
し
て
、
い
っ
そ
う
強
力
に
促
進
す
る
こ
と
。
と
く
に
危
険
個
所
の
多
い

金
屋
本
江
地
内
を
促
進
す
る
こ
と
。 

【
回
答
】
県
道
福
光
・
福
岡
線
の
西
中
交
差
点
の
拡
幅
工
事
が
終
わ
り
、

現
在
県
道
砺
波
・
小
矢
部
線
で
野
寺
交
差
点
の
拡
幅
工
事
を
行
っ
て
い

る
。
必
要
性
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
予
算
を
付
け
て
い
く
。 

【
要
望
】
県
道
西
中
・
大
滝
線
の
正
得
地
内
に
歩
道
を
設
置
す
る
こ
と
。 

【
回
答
】
県
道
砺
波
・
小
矢
部
線
の
進
捗
状
況
を
見
な
が
ら
、
次
の
優
先

順
位
を
決
め
て
い
く
。 

 

【
要
望
】
県
道
坪
野
小
矢
部
線
の
東
福
町
地

内
「
あ
い
の
風
と
や
ま
鉄
道
」
の
ガ
ー
ド
下

で
、
建
設
機
械
の
運
搬
車
に
、
高
さ
制
限
ガ
ー

ド
が
壊
さ
れ
る
事
故
が
今
年
３
回
あ
っ
た
。
車

両
が
高
さ
制
限
を
超
え
る
場
合
、
通
過
前
に
鉄

道
の
両
側
で
、
衝
突
を
回
避
す
る
た
め
警
報
を

発
す
る
装
置
を
設
置
す
る
こ
と
。 

こ
の
要
望
は
市
民
か
ら
、
次
の
訴
え
が
届
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

「
東
福
町
と
水
牧
を
繋
ぐ
道
路
で
あ
い
の
風
鉄
道
の
高
架
下
事
故
で
今
年
に

入
っ
て
３
度
も
通
行
止
め
に
な
っ
た
。
地
元
・
水
牧
の
方
は
、
東
福
町
に
用
事
が

あ
る
と
、
綾
子
の
橋
を
渡
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
ほ
ん
の
２
〜
３
百
ｍ
の
所
へ

往
く
の
に
３
㎞
程
走
る
こ
と
に
な
る
。
何
と
か
し
て
ほ
し
い
。
」 

県
交
渉
す
る
上
田
市
議(

右
端)

と
津
本
県
議(

左
端)=

11

月

16
日
、
県
議
会
会
議
室 

日
本
共
産
党
富
山
県
委
員
会
は

11

月

16
、
17
日
、
２
０
２
３
年
度
富
山
県
予
算

編
成
に
対
す
る
要
望
書
を
提
出
し
、
県
の
各

課
担
当
者
の
回
答
を
得
ま
し
た
。
上
田
由
美

子
市
議
が
参
加
し
ま
し
た
の
で
、
市
関
連
項

目
に
つ
い
て
、
県
土
木
部
の
回
答
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。 

 
 

「不
登
校
」の
原
因
の
１
位
は
、
何
で
し
ょ
う
か
？ 

「い
じ
め
」

（０
・２
％
）で
も
「学
業
不
振
」（５
・２
％
）で
も
な
く
、
子
ど
も
自
身

も
言
葉
に
表
現
で
き
な
い
「
不
安
感
」
（
49
・
７
％
）
な
の
で

す
。
「ど
う
し
て
学
校
へ
行
け
な
い
の
？
」と
言
わ
れ
て
も
、
自
分
で

表
現
で
き
な
い
よ
う
な
苦
し
さ
と
体
調
不
良
な
の
で
す
（令
和
３
年

度
文
科
省
調
査
・
小
中
合
計
・
国
公
私
計
）
。 

国
連
は
、
日
本
の
教
育
環
境
に
つ
い
て
、
た
び
た
び
勧
告
を
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
（Ｃ
Ｒ
Ｃ
）は
、
４
度
目
と
な
る
勧
告

を
２
０
１
９
年
３
月
「総
括
所
見
」と
し
て
、
示
し
て
い
ま
す
。
そ
の
抜

粋
で
す
。 

つ
ま
り
、
日
本
の
教
育
の
在
り
方
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
「競
争
的
要

素
」が
多
く
、
ス
ト
レ
ス
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
国
際
的
な
評
価
が
出
て

い
る
の
で
す
。
子
ど
も
に
と
っ
て
、
「
で
き
た
」
「
わ
か
っ
た
」
と
い
う
「学

ぶ
」
喜
び
や
自
分
自
身
の
「
成
長
」
を
実
感
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
友

達
と
競
争
し
て
１
番
に
な
る
こ
と
、
教
師
や
親
か
ら
そ
の
こ
と
で
よ
い
評

価
を
得
る
こ
と
が
、
常
に
要
求
さ
れ
る
場
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。 

・子
ど
も
が
社
会
の
競
争
的
性
質
に
よ
っ
て
、
発
達
を
害
さ
れ
る

こ
と
な
く
子
ど
も
時
代
を
享
受
で
き
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め

の
措
置
を
と
る
こ
と 

・ス
ト
レ
ス
の
多
い
学
校
環
境
（過
度
に
競
争
的
な
シ
ス
テ
ム
を
含

む
）か
ら
子
ど
も
を
解
放
す
る
た
め
の
措
置
を
強
化
す
る
こ
と 

 
 
 

 
 

（富
山
県
教
育
研
究
所
：松
浦
晴
芳
氏 

論
文
よ
り
） 

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（経
済
開
発
協
力
機
構
）と
い
う
機
関
が
、
各
国
の
教
育
に
つ
い

て
毎
年
調
査
し
て
い
ま
す
。
目
的
や
内
容
に
つ
い
て
の
良
し
悪
し
は
別
と
し

て
、
総
合
教
育
ラ
ン
キ
ン
グ
で
１
位
に
な
る
国
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
す
（
２

０
２
０
年
６
月
時
点 

高
校
１
年
生
対
象
：
41
か
国
参
加 

２
位
オ
ー
ス

ト
リ
ア 

３
位
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン 

・
・
・
日
本
は
14
位
）
。 

総
合
教
育
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
子
ど
も
た
ち
は
、
ど
の
よ

う
な
教
育
環
境
に
あ
る
の
か
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
映
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
小
学
生
の
時
は
「評
価
」は
し
な
い
、
午
後
５
時
に

は
家
族
が
揃
い
一
緒
に
夕
食
を
と
る
、
ど
の
家
か
ら
も
歩
い
て
行
け
る
と
こ

ろ
に
図
書
館
が
あ
る
、
７
割
の
家
は
夕
食
後
読
書
や
団
ら
ん
で
過
ご
す
、
子

ど
も
た
ち
は
夜
８
時
に
は
寝
る
、
と
い
う
生
活
を
報
道
し
て
い
ま
し
た
。
若
い

教
育
相
は
、
「一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
を
、
自
立
し
た
主
権
者
と
し
て
大
事
に

育
て
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。
午
後
５
時
に
は
帰
る
こ
と
が
で
き

る
親
の
職
場
環
境
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
を
個
人
と
し
て
尊
重
す
る
視
点
、

う
ら
や
ま
し
い
限
り
で
す
。 

 


